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独
立
行
政
法
人
国
立
博
物
館
理
事
長

東
京
国
立
博
物
館
長

＊'は国宝、◎は重要文化財、○は重要美術品を表します。

野
　

弘

亀山法皇700年御忌記念特別展「南禅寺」1月20日（火）～２月29日（日）
ドイツ国立芸術展覧会ホール開催「日本の美 日本の心」帰国展
Ⅰ期：1月27日（火）～2月15日（日）、Ⅱ期：２月18日（水）～3月7日（日）

弘法大師入唐1200年記念「空海と高野山」
4月6日（火）～5月16日（日）

2005年日本国際博覧会開催記念「世紀の祭典 万国博覧会の美術
―パリ・ウィーン・シカゴ万博にみる東西の名品」

7月6日（火）～8月29日（日）

「中国国宝展Ⅱ」（仮） 9月28日（火）～11月28日（日）

9月1日（水） 本館リニューアル グランドオープン
＊これにともない7月～8月は本館を休館させていただきます

2004年特別展予定

本館リニューアル予定
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◎猿図 伝毛松筆 南宋時代・13世紀　
武田信玄が曼殊院に寄進した猿の絵。
高邁な思索にふけっているかのような
猿の表情が印象的

猿
は
、
わ
た
し
た
ち
人
間
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も

馴
染
み
の
深
い
生
き
も
の
の
一
つ
で
す
。
そ
れ
は
、

か
れ
ら
が
ふ
と
し
た
折
り
に
み
せ
る
表
情
や
仕
草
に
、

な
ん
と
な
く
親
近
感
を
お
ぼ
え
る
せ
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
う
い
え
ば
、
動
物
園
で
も
、
猿
が
い
る
エ

リ
ア
は
、
い
つ
も
た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま

す
ね
。

さ
て
、
こ
こ
は
動
物
園
な
ら
ぬ
博
物
館
。
私
た
ち

は
申さ

る

年ど
し

の
初
め
に
あ
た
り
、
猿
た
ち
を
描
い
た
美
術

品
の
特
集
を
試
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

教
科
書
な
ど
で
、
あ
ま
り
に
も
有
名
な
猿
の
埴は

に

輪わ

。

中
国
南
宋
時
代
に
描
か
れ
た
、
じ
つ
に
精
細
な
猿
の

絵
姿
。
印い

ん

籠ろ
う

の
「
見
ざ
る
言
わ
ざ
る
聞
か
ざ
る
」
に

み
る
愛
嬌
あ
ふ
れ
る
猿
た
ち
。
そ
し
て
、
大
取
り
を

つ
と
め
る
の
は
、
近
代
彫
刻
の
至
宝
、
高
村
光
雲
作

の
「
老
猿
」
で
す
。

ふ
わ
ふ
わ
と
、
や
わ
ら
か
い
毛
に
包
ま
れ
た
ぬ
い

ぐ
る
み
の
よ
う
な
猿
、
赤
い
顔
に
ど
ん
ぐ
り
眼
で
、

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
仕
草
を
み
せ
る
猿
、
そ
し
て
、
仲
間

同
士
、
く
っ
た
く
な
く
群
れ
遊
ぶ
猿
た
ち
…
…
。
美

術
品
に
描
か
れ
た
猿
は
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
ま
こ
と

に
個
性
的
で
、
見
れ
ば
見
る
ほ
ど
愛
ら
し
さ
が
つ
の

っ
て
き
ま
す
。

ど
な
た
も
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
猿
は
と
て
も
俊
敏

な
動
物
で
す
。
瞬
く
間
に
大
樹
の
梢
へ
と
駆
け
登
り
、

知
恵
を
廻
ら
し
て
日
々
の
糧
を
得
て
い
ま
す
。
博
物

館
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
に
は
、
そ

の
精
気
に
満
ち
た
姿
を
、
ぜ
ひ
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
し
て
、
め
で
た
い
年
の
初
め
を
、
と
も
に
祝
お
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

（
小
松
大
秀
）

新
春
特
別
展
示
「
申
・
猿
・
さ
る
」

１
月
２
日
（金）
〜
1
月
31
日
（土）

本
館
特
別
第
３
室
・
特
別
第
４
室

申
年
に
ち
な
ん
だ
特
別
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
で
、
新
し
い
年
を
祝
い
ま
す
。

博
物
館
に
初
も
う
で

東
京
国
立
博
物
館
は
新
年
1
月
2
日
か
ら
開
館

【主な展示作品】
◎埴輪 猿 古墳時代・6世紀
狂言面 猿 元休作
江戸時代・18世紀
◎老猿 高村光雲作
明治26年（1893）
◎猿図 伝毛松筆
南宋時代・13世紀など

12月23日（火・祝）～2月15日（日）
「染織にみる吉祥模様」本館第3室
吉祥模様に彩られたきものや袱紗など
を集めます。
厚板 浅葱地三崩鳳凰菱模様 江戸時代
打掛 納戸綸子地亀甲橘模様 江戸時代
夜着 納戸紗綾地松竹鶴模様

江戸時代 など

1月2日（金）～2月15日（日）
「吉祥―歳寒三友を中心に」
東洋館第8室
不老長寿の松、平安の竹、子孫繁栄の梅の
歳寒三友を中心に中国の吉祥図を特集。
◎墨梅図 呉太素筆
元時代 貞観園保存会蔵
霊鵲報喜図 李　筆 清時代 など

新春特集陳列

お猿さんも登場！にっぽんの正月を満喫してください

1月2日（金）和太鼓演奏 和太鼓御響
お び き

11時／14時
正門内池前（雨天時は本館玄関外、または中止）

猿まわし 猿舞座 村崎修二氏 12時／15時
正門内池前（雨天時は本館玄関外、または中止）

1月3日（土）箏曲演奏 正派合奏団 11時／15時
本館エントランスホール　

1月4日（日）獅子舞 東都葛西囃子睦会 11時／15時
本館玄関前（雨天時は本館玄関外、または中止）

新春イベント

こども向け 新春特別企画

右
手
上
方
を
眼
光
鋭
く
か
っ
と
見
据
え
、
左
手

に
は
鷲
の
羽
が
握
り
し
め
ら
れ
、
手
や
足
に
は
羽

毛
が
散
乱
し
て
い
ま
す
。
羽
や
羽
毛
に
よ
っ
て
、

直
前
ま
で
展
開
し
て
い
た
こ
の
巨
大
な
猿
と
鷲
と

の
激
し
い
格
闘
が
暗
示
さ
れ
、
飛
び
去
っ
た
鷲
を

追
う
そ
の
視
線
に
よ
っ
て
雄
大
な
空
間
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

作
者
は
幕
末
・
明
治
の
激
動
期
を
生
き
た
彫
刻

家
、
高
村
光
雲
で
、
こ
の
作
品
は
明
治
二
十
六
年

（
一
八
九
三
）
の
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
、

妙
技
二
等
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
光
雲
四
十
二
歳
の

作
品
で
す
。
時
代
の
転
換
に
よ
っ
て
先
行
き
も
分
か

ら
ず
黙
々
と
木
彫
に
励
ん
だ
光
雲
の
才
能
は
、
三
十

代
か
ら
四
十
代
に
か
け
て
の
時
期
に
一
気
に
開
花
し

ま
す
。
こ
の
老
猿
は
、
光
雲
の
代
表
作
で
あ
る
と
と

も
に
近
代
彫
刻
の
黎
明
期
を
象
徴
す
る
作
品
と
も
い

え
る
で
し
ょ
う
。

（
岩
佐
光
　
）

表紙解説

新春特別展示「申・猿・さる」から

みなぎる気迫老猿

◎老猿高村光雲作
明治26年（1893）
光雲は最愛の長女を亡く
した悲しみをこの作品の
制作を通じて克服してい
きます。造形の端々にその
気迫がみなぎっています

博物館探険：申年編～悟空の大冒険～
1月2日（金）～1月7日（水） ＊5日（月）は休館です

「西遊記」をテーマに、関連した作品を探します。
クイズ形式のワークシートをもって、さあ出発！
ワークシートは本館インフォメーションで配布します。
（小・中学生対象 参加無料）

1月2日（金）～4日（日）は、各日先着100名様に
東京国立博物館｢国宝カレンダー｣を贈呈
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◎群虎図 狩野探幽筆　江戸時代・17世紀　南禅寺蔵　
虎は霊獣として武将たちに好まれた画題

京
都
・
鎌
倉
五
山
の
上

南な
ん

禅ぜ
ん

寺じ

は
、
天
皇
家
が
建
て
た
と
い
う

た
い
へ
ん
由
緒
の
あ
る
お
寺
で
す
。
天
皇
を

退
位
し
、
出
家
も
し
た
亀
山
法
皇
が
正
応
四

年（
一
二
九
一
）に
自
ら
の
離
宮
を
寺
院
と
し

た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
八
年
後
に
法

皇
が
そ
の
寺
の
繁
栄
を
願
っ
て
書
き
上
げ
た

の
が
、「
亀か

め

山や
ま

法ほ
う

皇お
う

起き

願が
ん

文も
ん

」（
国
宝
）で
す
。

そ
の
力
強
い
筆
遣
い
に
法
皇
の
強
固
な
意
志

が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。
下
半
部
に
焼
け
跡
が

見
ら
れ
ま
す
が
、
応
永
二
十
九
年（
一
四
二

二
）の
火
災
に
よ
る
も
の
と
伝
え
ら
れ
、
当

時
の
僧
侶
が
必
死
に
取
り
出
し
た
様
子
が
し

の
ば
れ
ま
す
。

南
北
朝
時
代
以
後
、
南
禅
寺
は
京
都
・
鎌

倉
五
山
の
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
禅
宗
寺
院

と
し
て
最
高
の
寺
格
を
時
の
権
力
者
か
ら
与

え
ら
れ
る
一
方
、
五
山
に
お
け
る
文
学
・
芸

術
の
中
心
地
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。「
渓け

い

陰
小

い
ん
し
ょ
う

築ち
く

図ず

」（
国
宝
）
は
、
南
禅
寺
の
僧
子し

璞は
く

の
た

め
に
、
友
人
が
子
璞
の
心
の
中
の
書
斎
を
描

き
、
多
く
の
高
僧
が
詩
と
序
文
を
書
き
添
え

た
も
の
で
す
。
応
永
二
十
年
（
一
四
一
三
）

に
成
立
し
ま
し
た
。
室
町
時
代
の
五
山
派
の

禅
院
で
は
、
多
数
の
漢
詩
文
を
備
え
る
掛
軸

（
詩
画
軸
）
が
盛
ん
に
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
図
は
、
詩
画
軸
の
全
盛
期
に
、
し
か
も
そ

の
流
行
の
中
心
地
で
あ
る
南
禅
寺
で
作
ら
れ

た
詩
画
軸
の
代
表
作
で
す
。

以
心
崇
伝
の
再
興

こ
の
よ
う
に
全
盛
を
誇
っ
た
南
禅
寺
で

す
が
、
応
仁
の
乱
の
戦
場
と
な
り
、
伽
藍
・

塔た
っ

頭ち
ゅ
う

の
す
べ
て
を
兵
火
に
よ
っ
て
焼
失
し
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
徳
川
幕
府
の
政

治
・
外
交
の
中
枢
に
関
わ
っ
た
以い

心し
ん

崇す
う

伝で
ん

に

よ
っ
て
、
慶
長
年
間
以
降
、
主
要
伽
藍
の
多

く
が
復
興
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
建
物
の

中
に
は
、
多
く
の
近
世
の
障
壁
画
が
残
っ
て

い
ま
す
。
桃
山
時
代
に
狩
野
派
に
よ
っ
て
描

か
れ
た
本
坊
大
方
丈
の
も
の
は
有
名
で
す

が
、
こ
の
本
坊
小
方
丈
に
あ
る
「
群
虎
図
」

（
重
要
文
化
財
）
も
狩か

野の
う

探た
ん

幽ゆ
う

筆
と
さ
れ
る

優
作
で
す
。
建
物
の
建
立
年
代
は
詳
ら
か
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
襖ふ

す
ま

絵え

は
寛
永
年
間
頃
の

制
作
と
み
ら
れ
ま
す
。
小
方
丈
の
襖
絵
の
な

か
で
も
っ
と
も
力
量
あ
ふ
れ
卓
抜
し
て
い
る

の
が
こ
の
「
水
呑
み
の
虎
」
と
称
さ
れ
る
場

面
で
す
。

こ
の
よ
う
な
優
れ
た
作
品
の
数
々
に
よ

っ
て
、
南
禅
寺
の
長
い
歴
史
の
中
で
受
け
継

が
れ
て
き
た
禅
林
文
化
の
奥
深
さ
に
触
れ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（

安
達
直
哉
）

南禅寺 京都東山の古刹・南禅寺の寺宝を展観。
禅林文化の奥深さに触れる

亀山法皇700年御忌記念特別展

亀山法皇700年御忌記念特別展 南禅寺
1月20日（火）～2月29日（日）
東京国立博物館 平成館
主　催：東京国立博物館　大本山南禅寺　朝日新聞社
後　援：文化庁
協　賛：凸版印刷
協　力：日本香堂
観覧料：一般1,200円（1100／1000円）

高校・大学生800円（700／600円）
小・中学生400円（300／200円）

＊（ ）内は前売り／20名以上の団体料金
＊ 障害者とその介護者1名は無料です。入館の際に、障害者手
帳などをご提示ください

◆巡回予定：4月6日（火）～5月16日（日） 京都国立博物館
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関連事業・イベント

■記念講演会

①1月24日（土）「南禅寺の禅風」
臨済宗南禅寺派管長　中村文峰

②2月7日（土）「金地院崇伝とその事跡」東京国立博物館
情報管理室長　田良島哲

各日とも13時30分～15時（予定）
東京国立博物館平成館大講堂にて
定員各回380名（事前申込制）
聴講無料、ただし当日の入館料が必要です
【申込方法】
往復はがきの「往信用裏面」に郵便番号、住所、氏名、電話
番号（日中に連絡がとれる番号）、聴講希望日を、「返信
用表面」に郵便番号、住所、氏名を明記し、「南禅寺展」イ
ベント事務局へお申し込みください（一枚のはがきで一
人、一講演のみお申し込みいただけます）
【締切】
１月７日必着。応募多数の場合は抽選。1月14日頃ま
でに結果を通知します

■宗　流による茶会

1月31日（土）、2月1日（日）
両日とも①10時～　②11時～　③12時～　

④13時～　⑤14時～　⑥15時～
東京国立博物館　庭園内応挙館にて
定員各回50名（先着順・事前申込制）
【料金】
2500円（特別展観覧料込み）
【申込方法】
往復はがきの「往信用裏面」に郵便番号、住所、氏名、電話
番号（日中に連絡がとれる番号）、希望日時（第三希望ま
で）、参加人数を、「返信用表面」に郵便番号、住所、氏名
を明記し、「南禅寺展」イベント事務局へお申し込みくだ
さい。後日、料金振込銀行口座をお知らせします

■坐禅会

2月11日（水・祝） ①11時～12時30分
②14時～15時30分

東京国立博物館庭園内応挙館にて
定員各回50名（先着順・整理券配布）
参加無料（ただし当日入館料が必要です）
【申込方法】
当日午前10時から東京国立博物館平成館ラウンジにて
参加整理券を配布します

申込・問い合わせは
「南禅寺展」イベント事務局
〒103-0014 東京都中央区日本橋蛎殻町1-28-9
ヤマナシビル4F
TEL 03-3639-0725（平日9時30分～18時）

'

渓
陰
小
築
図

太
白
真
玄
等
七
僧
賛
　

室
町
時
代
・
応
永
二
〇
年（
一
四
一
三
）

京
都
・
金
地
院
蔵

室
町
時
代
に
禅
林
で
流
行
し
た
詩
画
軸
の
代
表
作

展
示
期
間

１
月
20
日
（火）
〜
２
月
８
日
（日）

'亀山法皇起願文
鎌倉時代・永仁7年（1299）南禅寺蔵
亀山法皇が寺の繁栄を願って自ら書き
上げた文書
展示期間 1月20日（火）～2月15日（日）
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ド
イ
ツ
国
立
芸
術
展
覧
会
ホ
ー
ル
開
催

「
日
本
の
美
日
本
の
心
」帰
国
展

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
の
目
に
、
心
に
、
強
い
印
象
を
の
こ
し
た
日
本
の
美
が
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
の
ボ
ン
で
開
催
さ
れ
た
東
京
国
立
博
物
館
名
品
展
か
ら
、

七
十
件
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

ドイツ国立芸術展覧会ホール開催
「日本の美 日本の心」帰国展
Ⅰ期 1月27日（火）～2月15日（日）
Ⅱ期 2月18日（水）～3月7日（日）
東京国立博物館 平成館

主催　東京国立博物館　NHK
一般420（210）円　大学生130（70）円
＊平常料金でご覧いただけます
＊（ ）内は20名以上の団体料金です
＊障害者とその介護者１名は無料です。
障害者手帳などをご提示ください

＊高校生以下、満65歳以上の方は無料です。
年齢のわかるもの（生徒手帳、健康保険
証、運転免許証など）をご提示ください

昨
年
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
ボ
ン
に
あ
る
ド

イ
ツ
連
邦
共
和
国
国
立
芸
術
展
覧
会
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
た
東
京
国
立
博
物
館
日
本
美
術
名
品
展「
日
本

の
美

日
本
の
心
」の
帰
国
展
で
す
。
前
号
で
ご
紹

介
し
た
と
お
り（
第
６
６
２
号
　
12
〜
13
頁
）、
ボ

ン
で
の
展
覧
会
は
十
五
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
、
室
町

時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
の
日
本
美
術
を
概
観

す
る
も
の
で
し
た
。
こ
の
時
代
は
、
文
化
を
創
造
す

る
側
と
、
こ
れ
を
鑑
賞
し
享
受
す
る
側
が
飛
躍
的
に

広
が
り
、
増
え
た
時
代
で
す
。
以
後
こ
こ
で
形
成
さ

れ
た
多
様
な
文
化
が
、
現
代
に
つ
な
が
る
日
本
文
化

の
基
礎
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
で
は
、
国

宝
三
件
、
重
要
文
化
財
十
九
件
を
含
む
百
十
七
件

を
、
六
つ
の
テ
ー
マ
を
設
け
て
紹
介
し
ま
し
た
。

帰
国
展
で
は
、
作
品
の
保
存
上
の
問
題
と
会
場
の

制
約
上
、
会
期
を
二
期
に
分
け
ま
し
た
。
ボ
ン
の
展

覧
会
場
の
構
成
に
し
た
が
っ
て
、
七
十
件
を
陳
列
し

ま
す
。
ド
イ
ツ
で
は
最
初
に
武
家
の
象
徴
と
し
て
源

頼
朝（
伝
）の
坐
像
を
展
示
し
ま
し
た
。
少
し
時
代
は

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
が
展
覧
会
の
象
徴
と
し
て
注
目
を

浴
び
ま
し
た
。
本
展
で
も
、
最
初
に
陳
列
し
て
全
期

間
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
第
一
期
で
は
、武
士
の
装
い

と
生
活
・
書
院
・
能
楽
か
ら
、'

檜ひ
の
き

図
屏
風

狩
野

永
徳
筆
、'

太
刀

銘

長
光

号
大
般
若
長
光
、'

秋
冬
山
水
図
雪
舟
筆
、◎
六
祖
截
竹
図
梁
楷
筆
、

禾の
ぎ

目め

天て
ん

目も
く

、木
葉
天
目
、能
面
中
将
・
平
太
・
小
面

な
ど
を
、第
二
期
で
は
、京
文
化
の
担
い
手
・
茶
の

湯
・
琳り

ん

派ぱ

か
ら
、◎
洛
中
洛
外
図
屏
風（
舟
木
本
）、

◎
清
水
寺
縁
起
絵
巻
、偈
頌
一
休
宗
純
筆
、小
倉
色

紙

藤
原
定
家
筆
、○
大
井
戸
茶
碗（
銘
有
楽
）、◎

浜
松
図
真し

ん

形な
り

釜
、◎
風
神
雷
神
図
屏
風
尾
形
光
琳

筆
、◎
関
屋
図
屏
風
伝
俵
屋
宗
達
筆
、和
歌
巻
本

阿
弥
光
悦
筆
な
ど
を
陳
列
し
ま
す
。（'

は
国
宝
、◎

は
重
要
文
化
財
）

（
島
谷
弘
幸
）

'檜図屏風 狩野永徳筆 桃山時代・16世紀　金地濃彩の豪華絢爛さ、画面いっぱいに巨木を描く大胆な構図がみるものを圧倒する

◎風神雷神図屏風 尾形光琳筆　江戸時代・17世紀　宗達の最高傑作を光琳が模写したもの

○大井戸茶碗（銘有楽） 朝鮮時代・15～16世紀
質素で飾らない朝鮮の陶器は利休好みの代表



ま
ず
、
こ
こ
に
載の

せ
た
写
真
を
見

て
く
だ
さ
い
。
な
ん
と
も
不
思
議
な

形
の
箱
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
蓋ふ

た

は

こ
ん
も
り
と
盛
り
上
が
っ
て
、
ま
る

で
お
餅
が
膨
ら
ん
だ
よ
う
な
形
を
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
い

ろ
い
ろ
な
説
が
あ
っ
て
、
光
悦
晩
年

の
住
ま
い
で
あ
る
洛
北
鷹
峯

た
か
が
み
ね

の
山
容

を
写
し
た
も
の
、
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

鷹
峯
は
ほ
ん
と
う
に
こ
ん
な
形
を
し

て
い
る
の
で
、
か
な
り
説
得
力
が
あ

り
ま
す
ね
。

そ
れ
か
ら
、
も
う
一
つ
の
見
所
は
、

蓋
に
掛
け
渡
さ
れ
た
黒
々
と
し
た
橋

で
し
ょ
う
。
奇
妙
な
蓋
の
形
、
橋
の

厚
い
鉛
板
…
…
。
ふ
つ
う
の
蒔ま

き

絵え

師し

な
ら
、
こ
ん
な
こ
と
は
絶
対
考
え
つ

き
ま
せ
ん
。
非
常
識
を
あ
え
て
し
て
、

し
か
も
す
ば
ら
し
い
作
品
に
仕
立
て

上
げ
て
し
ま
う
。
光
悦
な
ら
で
は
の

鋭
い
感
性
の
閃
き
を
、
目
の
当
た
り

に
す
る
思
い
が
い
た
し
ま
す
。

（
小
松
大
秀
）
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平
常
展
見
ど
こ
ろ
案
内
　
2
0
0
４
年
１
・
２
月

扇
紙
を
二
つ
折
り
に
し
て
重
ね
、折
り
目

を
糊
づ
け
し
た
粘で

っ

葉ち
ょ
う

装そ
う

の
冊
子
本
で
す
。装

飾
経
は
王
朝
貴
族
の
信
仰
と
美
意
識
を
反

映
し
て
成
立
し
た
も
の
で
す
が
、中
で
も
こ

れ
は
、奇
抜
な
装
丁
や
華
麗
な
下
絵
な
ど
か

ら
、珍
奇
な
遺
品
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。も
と
は
、『
法ほ

華け

経き
ょ
う

』八
巻
に
、開か

い

経き
ょ
う

（
序

説
と
し
て
説
い
た
経
）の『
無む

量り
ょ
う

義ぎ

経き
ょ
う

』、結け
っ

経き
ょ
う
（
結
論
と
し
て
要
旨
を
述
べ
る
経
）の

『
観か

ん

普ふ

賢げ
ん

経き
ょ
う

』を
加
え
た
十
帖
を
一
セ
ッ
ト

と
し
ま
す
。現
在
は
、大
阪
・
四
天
王
寺
に

五
帖
、東
京
国
立
博

物
館
に
巻
第
八
の
一

帖
が
伝
存
す
る
ほ
か

は
、断
簡
が
諸
家
に

分
蔵
さ
れ
て
い
ま

す
。各
帖
の
表
紙
に

は
、『
法
華
経
』を
護

持
す
る
十じ

ゅ
う

羅ら

刹せ
つ

女に
ょ

の

姿
が
宮
廷
の
女
房
の

姿
に
よ
せ
て
描
か
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、

一い
ち

葉よ
う

ご
と
に
、舟
遊

び
や
紅
葉
狩
り
、水

汲
み
な
ど
、当
時
の

貴
族
生
活
や
市
井

の
風
俗
が
描
か
れ

て
お
り
、大
和
絵
と

し
て
も
貴
重
な
作

品
で
す
。

（
島
谷
弘
幸
）

■
平
安
絵
画
・
書
跡
■

王
朝
の
暮
ら
し
も
映
す
装
飾
経

扇
面
法
華
経
冊
子

１
月
20
日
（火）
〜
２
月
29
日
（日）

本
館
第
11
室

筆
舌
に
尽
く
し
難
い
苦
し
み
と
束

縛
を
受
け
続
け
る
地
獄
道
。
お
経
で

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
獄
の
様
相
を
説

い
て
い
ま
す
。

本
絵
巻
に
描
か
れ
た
地
獄
は
『
正

し
ょ
う

法ぼ
う

念ね
ん

処じ
ょ

経き
ょ
う

』
に
説
か
れ
る
叫き

ょ
う

喚か
ん

地じ

獄ご
く

の
中
の
十
六
の
小
地
獄
の
う
ち
髪ほ

っ

火か

流る

・
火か

末ま
つ

虫ち
ゅ
う

・
雲う

ん

火か

霧む

・
雨う

炎え
ん

火か

石せ
き

の
四
つ
。
も
と
は
十
六
の
小
地
獄
全

て
が
揃
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

ニ
ュ
ア
ン
ス
に
富
ん
だ
黒
と
鮮

烈
な
朱
。
猛
火
や
煮
え
た
ぎ
る
血

の
河
、
罪
人
達
の
苦
悩
の
姿
を
的

確
に
描
き
出
す
軽
妙
な
描
線
。
こ

れ
ら
が
凄
惨
か
つ
静
謐

せ
い
ひ
つ

な
、
不
思

議
な
魅
力
を
湛
え
た
画
面
を
作
り

上
げ
て
い
ま
す
。

岡
山
の
安あ

ん

住じ
ゅ
う

院い
ん

に
伝
来
し
ま
し
た

が
、
元
来
は
後
白
河
院
の
蓮れ

ん

華げ

王お
う

院い
ん

宝ほ
う

蔵ぞ
う

に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
六ろ

く

道ど
う

絵え

の

一
部
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。

（
沖
松
健
次
郎
）

■
国
宝
室
■

苦
し
み
の
極
限
を
描
く

地
獄
草
紙
絵
巻
　
１
月
20
日
（火）
〜
２
月
29
日
（日）

本
館
第
12
室

'扇面法華経冊子　平安時代・12世紀 竹やぶにわなを仕掛けて雀を取る場面

'地獄草紙絵巻　平安時代・12世紀
平安末期に流行した六道思想に基づくもの。燃え盛る炎に苛まれる苦
悩と戦慄の模様を描く

'舟橋蒔絵硯箱　本阿弥光悦作　江戸時代・17世紀
燦然と輝く金地に黒い橋を架けて、後撰集の「東路の佐野の舟橋かけて
のみ思いわたるを知る人ぞなき」の歌意を表す。光悦蒔絵の代表作

■
工
芸
の
至
宝
室
■

非
常
識
が
生
ん
だ
芸
術

舟
橋
蒔
絵
硯
箱
12
月
23
日（
火
・
祝
）〜
３
月
７
日
（日）

本
館
第
２
室



大
観（
一
八
六
八
〜
一
九
五
八
）の
出
世

作
と
な
っ
た
作
品
で
す
。
東
京
美
術
学
校

の
助
教
授
に
就
任
し
た
翌
年
、
日
本
絵
画

協
会
第
二
回
絵
画
共
進
会
に
出
品
し
、
銅

賞
牌は

い

二
席（
通
算
五
位
）を
得
ま
し
た
。

兄
の
お
下
が
り
の
だ
ぶ
だ
ぶ
の
着
物
に
、

鼻は
な

緒お

の
ゆ
る
ん
だ
草
履
を
は
い
て
、
呆ぼ

う

然ぜ
ん

と
た
た
ず
む
お
ち
ょ
ぼ
髷ま

げ

の
童
子
の
目
に

は
、
な
に
が
映
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

川
岸
の
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
と
足
元
の
ス
ミ
レ
が

早
春
の
息
吹
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。「
無
我
」

は
大
乗
仏
教
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
と
ら

わ
れ
か
ら
解
放
さ
れ
た
境
地
を
表
す「
空く

う

」

と
同
義
の
思
想
で
す
が
、
そ
れ
を
無
邪
気

な
童
子
の
姿
に
託
し
た
と
こ
ろ
に
大
観
の

近
代
的
な
機
知
が
働
い
て
い
ま
す
。
発
表

当
時
、「
無
我
」ど
こ
ろ
か
、
大
観
の
筆
致

に
は
大
い
な
る「
野
心
」が
感
じ
ら
れ
る
と

い
う
評
も
あ
り
ま
し
た
。
（
松
原
　
茂
）
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■
浮
世
絵
版
画
■

江
戸
の
趣
味
人
の
楽
し
み

新
年
の
摺
物
と
名
所
絵

12
月
23
日（
火
・
祝
）〜
１
月
25
日
（日）

本
館
特
別
第
１
室

■
江
戸
開
府
四
〇
〇
年
記
念
特
集
陳
列
シ
リ
ー
ズ「
幕
府
と
町
人
」
■

私
た
ち
の
暮
ら
し
や
社
会
に

は
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
年
中
行
事

が
あ
り
ま
す
。
年
中
行
事
は
時

代
や
地
域
に
よ
り
移
り
変
わ
っ

て
き
ま
し
た
が
、
古
く
か
ら
の

朝
廷
の
行
事
に
な
ら
っ
た
も
の

が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
展
示
で

は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
公
家

や
幕
府
の
伝
統
的
な
年
中
行
事

を
は
じ
め
、
民
衆
の
生
活
と
も

深
く
結
び
つ
い
た
行
事
の
様
相

を
紹
介
し
ま
す
。
気
候
や
生
活

習
慣
な
ど
の
変
化
も
あ
っ
て
、

現
代
で
は
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
年
中
行
事
の
歴
史
的

な
意
義
を
見
つ
め
な
お
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

作
法
は
、
他
人
と
の
関
わ
り

に
お
け
る
立
居
振
舞
の
意
味
に

用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え

ば
室
町
時
代
に
成
立
し
た
小
笠

原
流
は
、
江
戸
時
代
、
武
士
の

礼
法
と
し
て
一
般
化
し
、
そ
の

礼
法
が
し
だ
い
に
町
人
や
農
民

の
上
層
部
に
影
響
を
与
え
、
近

代
の
礼
儀
作
法
の
基
準
と
な
り

ま
し
た
。
今
日
で
は
、
伝
統
的

な
文
化
の
伝
承
と
し
て
意
識
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
単
な

る
形
式
と
と
ら
え
る
の
で
は
な

く
、
長
い
間
に
培
わ
れ
た
人
間

の
知
恵
と
し
て
、
江
戸
時
代
の

作
法
を
見
直
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
高
橋
裕
次
）

一
月
は
お
正
月
、
そ
し
て
成
人
の
日
が

あ
り
、
華
や
か
な
和
服
姿
を
よ
く
見
か
け

ま
す
。
暮
れ
か
ら
新
年
に
か
け
て
は
、
神

社
や
お
寺
に
詣
で
る
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。

今
で
は
あ
ま
り
見
か
け
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
羽
根
突
き
や
凧た

こ

揚あ

げ
な
ど
子
供
達
の

遊
び
を
通
し
て
、
日
本
の
伝
統
文
化
が
意

識
さ
れ
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
江
戸
の

人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
に
思
い
を
め
ぐ
ら
し
、

浮
世
絵
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
季
節
と
も

言
え
そ
う
で
す
。

江
戸
の
趣
味
人
達
は
新
年
に
趣
向
を

凝
ら
し
た
版
画
を
自
費
で
制
作
し
、
交
換

会
を
催
し
ま
し
た
。
こ
の
配
り
も
の
の
版

画
を
摺す

り

物も
の

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
正
月
の
風

俗
を
描
い
た
錦
絵
の
ほ
か
、
狂
歌
師
仲
間

と
つ
き
合
い
の
深
か
っ
た
窪
俊
満

く
ぼ
し
ゅ
ん
ま
ん

と
葛か

つ

飾し
か

北ほ
く

斎さ
い

が
制
作
し
た
摺
物
、
さ
ら
に
こ
の
季

節
に
あ
っ
た
歌
川
広
重
の
名
所
絵
を
加
え

て
展
示
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
申さ

る

年ど
し

に
ち

な
み
猿
の
姿
も
加
え
ま
し
た
。
お
見
逃
し

な
く
。

（
田
沢
裕
賀
）

無我　横山大観筆　明治30年（1897）
日本絵画協会第2回絵画共進会出品作
無邪気な中に、童

どう

子
じ

形
ぎょう

の小金銅仏にも通じる聖性が感じられる

■
近
代
絵
画
■

幼
子
の
無
垢
な
美
し
さ

無
我

１
月
27
日
（火）
〜
３
月
７
日
（日）

本
館
第
20
室

四性の内・小烏丸の一腰
葛飾北斎筆 江戸時代・19世紀　
小烏丸という銘の刀をモチーフにした春興摺物

「江戸の年中行事」より　
豊年万作おどり　
江戸時代・19世紀
豊作の前祝や、収獲の
感謝のための踊りで、
全国各地で行われた

「江戸の作法」より　
甲冑着次第書　
江戸時代・18世紀　
甲冑を着用するまでの
過程を正確に描いている

江
戸
の
年
中
行
事

12
月
16
日
（火）
〜
１
月
25
日
（日）

本
館
第
17
室

江
戸
の
作
法

１
月
27
日
（火）
〜
３
月
７
日
（日）

本
館
第
17
室
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■
東
洋
館
■

中
国
の
吉
祥
図

特
集
陳
列
「
吉
祥
―
歳
寒
三
友
を
中
心
に
」

１
月
２
日
（金）
〜
２
月
15
日
（日）

東
洋
館
第
８
室

■
寄
贈
品
展
示
室
■

江
戸
の
教
養
娯
楽
本

特
集
陳
列
「
徳
川
宗
敬
氏
寄
贈
本
Ⅲ

絵
本
」

１
月
６
日
（火）
〜
２
月
29
日
（日）

平
成
館
寄
贈
品
展
示
室

新
年
に
あ
た
り
、
歳さ

い

寒か
ん

三さ
ん

友ゆ
う

、
す
な
わ

ち
松
・
竹
・
梅
を
中
心
に
中
国
の
吉
祥
図

を
展
示
い
た
し
ま
す
。
厳
し
い
寒
さ
の
中

で
、
松
と
竹
は
常
緑
を
保
ち
、
梅
は
百
花

に
先
駆
け
て
花
を
咲
か
せ
て
清
香
を
放
つ

こ
と
か
ら
、
中
国
で
は
松
・
竹
・
梅
は
、

厳
し
い
環
境
の
中
で
も
節
度
を
守
り
不
変

の
志
と
豊
か
な
心
を
も
つ
も
の
と
さ
れ「
歳

寒
三
友
」と
称
え
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

松
に
は
古
く
か
ら
不
老
長
寿
、
竹
に
は
平

安
、
子
孫
繁
栄
、
梅
に
は
子
授
け
な
ど
の

願
い
も
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
見
、
自

然
を
描
い
た
と
思
わ
れ
る
中
国
の
花
鳥
画

は
、
多
く
の
場
合
、
実
は
、
蓮
・
水
鳥
・

魚
は
豊
か
さ
、
牡
丹
は
富
貴
、
桃
は
長
寿
、

葡ぶ

萄ど
う

・
瓢
箪

ひ
ょ
う
た
ん

・
石ざ

く

榴ろ

な
ど
は
子
孫
繁
栄
、

鳳
凰
は
天
下
泰
平
、
蝙こ

う

蝠も
り

は
福
と
い
う
よ

う
に
人
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
願
い
が
こ
め
ら

れ
た
も
の
で
あ
り
、
吉
祥
図
と
し
て
中
国

の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
福
・

禄
・
寿
・
喜
の
願
い
が
こ
め
ら
れ
た
中
国

の
絵
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。（

湊
　
信
幸
）

徳
川
本
は
、
昭
和
十
八
年（
一
九
四
三
）

に
一
橋
徳
川
家
の
宗む

ね

敬よ
し

氏
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
和
書
の
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
一
橋

家
学
問
所
の
旧
蔵
書
、
先
代
の
達さ

と

道み
ち

氏
が

収
集
し
た
江
戸
時
代
の
写
本
・
版
本
な
ど

約
一
万
二
千
八
百
件
は
、
広
範
な
分
野
に

及
び
、
し
か
も
他
に
は
見
ら
れ
な
い
多
く

の
貴
重
書
を
含
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
江

戸
時
代
に
発
達
し
た
教
養
娯
楽
中
心
の「
絵

本
」を
選
び
ま
し
た
。
平
易
な
仮
名
ま
じ
り

文
で
記
し
た「
仮か

名な

草ぞ
う

子し

」や
、
元
禄
期
の

風
俗
･
人
情
を
描
い
た「
浮う

き

世よ

草ぞ
う

子し

」の
ほ
か
、
通
俗
的

な
小
説
に
浮
世
絵
師
が
挿
絵

を
入
れ
た
草
双
紙
で
、
当
時

の
世
相
、
風
俗
、
事
件
な
ど

を
流
行
語
を
ま
じ
え
て
写
実

的
に
描
写
し
た「
黄き

表び
ょ
う

紙し

」な

ど
で
す
。
こ
れ
ら
を
と
お
し

て
、
江
戸
の
出
版
文
化
に
お

け
る
絵
本
の
世
界
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

（
高
橋
裕
次
）

霊鵲報喜図　 清時代・18世紀
鵲は吉兆を予告する霊鳥とされる

白
しら

縫
ぬい

譚
ものがたり

三編上・下 柳下亭種員著、歌川豊国画 江戸時代・19世紀
妖術使いの姫が活躍する「合

ごう

巻
かん

」中の最大長編。上下2冊で1枚の絵になる

中
国
の
琴
は
戦
国
時
代

に
は
五
弦
で
し
た
が
、
漢

時
代
に
七
弦
に
な
り
ま
し

た
。
桐
製
で
、
全
体
に
黒

漆
を
塗
り
、
表
面
に
弦
の

押
え
ど
こ
ろ
で
あ
る
十
三

個
の
徽き

を
螺ら

鈿で
ん

で
示
し
て

い
ま
す
。
裏
に
龍り

ゅ
う

池ち

や
凰ほ

う

沼し
ょ
うと
よ
ぶ
方
形
の
響
孔
を

作
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
龍

池
に
、
開
元
十
二
年（
七

二
四
）に
九
龍
県
で
作
ら

れ
た
こ
と
が
墨
書
さ
れ
て

い
ま
す
。
九
龍
県
は
、
現

在
の
四
川
省
成
都
彭
州
台

ほ
う
し
ゅ
う
だ
い

で
、
こ
の
辺
り
は
琴
の
名

産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
正
倉
院
の
金
銀

平
文
琴
と
と
も
に
唐
か
ら

伝
わ
っ
た
古
楽
器
と
し
て

貴
重
な
遺
例
に
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
表
面
全
体
に
漆
の

ヒ
ビ（
断
文
）が
現
れ
て
い

ま
す
が
、
中
国
で
は
琴
の

断
文
を
自
然
の
装
飾
効
果

と
し
て
賞
美
し
ま
し
た
。

（
原
田
一
敏
）

■
法
隆
寺
宝
物
館
■

唐
の
国
か
ら
伝
来

七
弦
琴

12
月
23
日（
火
・
祝
）〜
２
月
29
日
（日）

法
隆
寺
宝
物
館
第
４
室'七弦琴 唐時代・開元12年（724） 奈良の都で奏でられた唐の音
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■
考
古
■

古
代
の
絵
解
き
を
楽
し
む

特
集
陳
列
「
弥
生
時
代
の
人
物
表
現
と
絵
画
」

１
月
６
日
（火）
〜
２
月
22
日
（日）

本
館
第
４
室

弥
生
時
代
に
は
、
土
偶
や
土
製
品
な
ど

の
立
体
造
形
が
少
な
く
な
る
一
方
で
、
土

器
や
青
銅
器
に
、
人
物
や
動
物
、
建
物
な

ど
を
表
現
し
た
も
の
が
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
当
時
の
人
々
の

観
念
的
世
界
を
読
み
解
く
貴
重
な
情
報
源

で
す
。

人ひ
と

形が
た

の
容
器
や
顔
の
付
い
た
壺
は
、
主

に
東
日
本
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
顔
に
入
墨

の
よ
う
な
模
様
を
も
つ
の
が
特
徴
的
で
、

先
祖
霊
や
神
を
表
し
た
も
の
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
一
方
、
線
画
は
西
日
本
を
中
心

に
発
達
し
ま
し
た
。
銅
鐸
や
土
器
に
鹿
・

人
物
・
建
物
な
ど
の
よ
く
似
た
画
題
を
描

い
て
お
り
、
共
通
の
神
話
的
な
物
語
り
を

表
現
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

本
展
示
で
は
、
平
成
十
五
年
度
考
古
資

料
相
互
貸
借
事
業
の

借
用
資
料
を
含
め
、

当
館
の
関
連
資
料
を

ま
と
め
て
展
示
し
ま

す
。
ぜ
ひ
想
像
力
を

働
か
せ
て
、
弥
生
の

「
絵
解
き
」に
挑
戦
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
安
藤
廣
道
）

■
九
州
国
立
博
物
館
（
仮
称
）
■

２
０
０
５
年
秋
開
館
へ
の
序
章

「
は
じ
め
の
一
歩
」展

２
月
17
日
（火）
〜
３
月
28
日
（日）

本
館
特
別
第
３
室
・
特
別
第
４
室

国
立
博
物
館
と
い
え
ば
東
京
、
京
都
、

奈
良
の
三
館
が
あ
り
ま
す
。
国
立
博
物
館

が
建
つ
の
は
い
ず
れ
も
歴
史
の
あ
る
土
地

で
す
が
、
か
の
九
州
の
大
宰
府
に
も
、
平

成
十
七
年（
二
〇
〇
五
）秋
の
開
館
を
目
指

し
て
第
四
の
国
立
博
物
館
が
建
設
中
で
あ

る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

九
州
国
立
博
物
館
の
構
想
は
古
く
、
す

で
に
百
年
ほ
ど
昔
に
岡
倉
天
心
が
主
張
し

て
い
ま
し
た
。
日
本
の
文
化
は
日
本
列
島

の
な
か
だ
け
で
考
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、

広
く
ア
ジ
ア
と
い
う
立
場
で
見
な
け
れ
ば

理
解
し
が
た
い
性
質
の
も
の
で
す
。
九
州

は
古
い
土
地
で
す
が
、
そ
の
歴
史
は
常
に

海
外
と
の
窓
口
で
あ
っ
た
の
が
特
徴
で
す
。

そ
の
よ
う
な
土
地
の
性
格
を
生
か
し
、
ア

ジ
ア
の
な
か
の
日
本
、
そ
し
て
世
界
の
な

か
の
日
本
と
い
う
立
場
か
ら
歴
史
と
文
化

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
の
が
九
州
国

立
博
物
館
の
目
的
で
す
。

来
る
二
月
よ
り
、
新
し
い
所
蔵
品

を
含
め
た
九
州
国
立
博
物
館
の
一

端
を
東
京
国
立
博
物
館
で
公
開
す
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。「
唐
物
と
茶
」、

「
銀
の
島
日
本
と
南
蛮

美
術
」、「
長
崎
貿
易
」

の
三
つ
の
テ
ー
マ
展

示
な
ど
を
行
い
ま
す
。

百
年
の
大
計
の
結

果
、
そ
の
過
程
を
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

寛
永
寺
の
忘
れ
物
？

寛
延
元
年
の
手
水
鉢

当
館
の
敷
地
が
旧
寛
永
寺
の
本

坊
跡
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
は
み

な
さ
ん
ご
存
じ
で
す
よ
ね
。
だ
っ

た
ら
寛
永
寺
ゆ
か
り
の
も
の
が
あ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
疑
問
を

お
も
ち
の
か
た
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
で
も
、
こ

こ
か
ら
寛
永
寺
ゆ
か
り
の
も
の
を

探
し
だ
そ
う
と
す
る
と
、
意
外
に

た
い
へ
ん
な
の
で
す
。

法
隆
寺
宝
物
館
の
脇
、
そ
う
で

す
、
校あ

ぜ

倉く
ら（
旧
十
輪
院
宝
蔵
）の
あ

る
林
を
囲
む
塀
の
む
こ
う
側
で

す
。
そ
こ
に
一
個
の
石
造
り
の
手

水
鉢
が
あ
り
ま
す
。

砂
岩
系
の
石
で
で
き
た
き
れ
い

な
も
の
で
、
表
面
に「
奉
献
上
／

盥
盤
　
一
基
／
寛
延
元
戊
辰
年
九

月
十
四
日
」と
あ
り
、
そ
の
左
側

面
に
は「
中
津
国
右
衛
門
藤
原
□

□
」ら
六
人
の
献
上
者
名
が
彫
ら

れ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
ど
こ
に

あ
っ
た
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
で

も
そ
の
銘
文
か
ら
寛
永
寺
ゆ
か
り

の
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に

察
せ
ら
れ
ま
す
。

寛
永
寺
が
今
の
地
へ
移
る
と
き

に
、
あ
る
い
は
こ
こ
に
博
物
館
が

出
来
た
と
き
も
、
だ
れ
に
も
知
ら

れ
る
こ
と
も
な
く
残
っ
て
い
た
も

の
な
の
で
し
ょ
う
ね
。
そ
れ
に
し

て
も
寛
延
元
年（
一
七
四
八
）の
献

上
で
す
か
ら
二
六
〇
年
も
の
間
、

自
ら
の
存
在
を
主
張
す
る
こ
と
も

な
く
じ
っ
と
し
て
い
た
の
で
す
か

ら
、
あ
る
意
味
で
は
う
ら
や
ま
し

い
存
在
で
も
あ
り
ま
す
ね
。

（
上
野
人
哉
）寛永寺ゆかりの手水鉢

5

油
ゆ

滴
てき

天
てん

目
もく

茶碗 南宋時代・12～13世紀
東京国立博物館保管（開館後は九州国立博物
館保管）
中国伝来の小さな銀河をご覧ください

建設中の九州国立博物館（仮称）
＊九州国立博物館ホームページURLは
http://www.kyuhaku.com/pr/ です。所蔵品やスタッ
フの紹介など、いま生まれようとしている博物館の
アクティブな情報満載です

'銅鐸 狩猟風景　
伝香川県出土　弥生時代・紀元前1世紀
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平
成
十
六
年（
二
〇
〇
四
）は
、
聖
徳
太

子
が
推
古
十
二
年（
六
〇
四
）に
わ
が
国
最

初
の
法
典
と
し
て
知
ら
れ
る「
十
七
条
憲

法
」を
制
定
し
て
か
ら
一
四
〇
〇
年
に
当
た

り
ま
す
。
当
館
と
法
隆
寺
で
は
こ
れ
を
記

念
し
て
、
特
別
公
開「
法
隆
寺

国
宝

夢

違
観
音
―
白
鳳
文
化
の
美
の
香
り
―
」を

開
催
し
ま
す
。
夢
違
観
音
像
は
白
鳳
彫
刻

の
名
作
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
ま
す
が
、
江

戸
時
代
に
は
法
隆
寺
東
院
に
あ
る
絵
殿
の

本
尊
と
し
て
ま
つ
ら
れ
、
悪
夢
を
吉
夢
に

変
え
る
観
音
と
し
て
信
仰
さ
れ
ま
し
た
。

法
隆
寺
東
院
は
奈
良
時
代
に
太
子
の
た

め
の
聖
域
と
し
て
創
建
さ
れ
た
伽
藍
で
、

絵
殿
に
は
平
安
時
代
に
描
か
れ
た
国
宝
聖

徳
太
子
絵
伝
が
障
子
絵
と
し
て
は
め
込
ま

れ
、
同
時
期
に
作
ら
れ
た
聖
徳
太
子
七
歳

像
が
安
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
は
こ
れ

ら
絵
殿
の
関
連
作
品
が
一
堂
に
会
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
鎌
倉
時
代
の
十
七
条
憲
法
の

版
木
と
、
遣
隋
使
の
一
員
と
し
て
名
高
い

小
野
妹
子
が
中
国
か
ら
も
た
ら
し
た
と
い

う
伝
承
の
あ
る
国
宝
細
字
法
華
経
も
同
時

に
展
示
さ
れ
ま
す
。

（
金
子
啓
明
）

■講演会
3月6日（土）13時30分～15時（開場13時予定）
平成館大講堂
「聖徳太子の精神－十七条憲法について－」

聖徳宗管長・法隆寺住職　大野玄妙

定員380名（事前申込制）
聴講無料（ただし当日の入館料は必要です）
【申込方法】
往復はがきの往信用裏面に法隆寺講演会
希望の旨および①氏名（ふりがなを必ず付
けて下さい）②住所　③電話番号　④年
齢、返信用表面に郵便番号、住所、氏名を
明記し、下記までお送りください
【締切】
2月20日必着。応募多数の場合は抽選
【申込先】
〒110-8712  台東区上野公園13-9
東京国立博物館教育講座室
「法隆寺講演会係」

■列品解説
3月12日（金）14時から（開場13時30分予定）
平成館大講堂
「国宝 夢違観音について」

当館事業部長 金子啓明　
定員380名（当日先着順）

十七条憲法制定1400年記念
特別公開「法隆寺 国宝 夢違観音

―白鳳文化の美の香り―」
3月2日（火）～4月11日（日）
東京国立博物館法隆寺宝物館第6室

主　　催：東京国立博物館　法隆寺
特別協力：NHK
＊平常料金（一般420円、大学生130円）でご覧いただ
けます

＊高校生以下と満65歳以上は無料。入館の際に、生
徒手帳か年齢のわかるものをご提示ください

＊障害者とその介護者1名は無料です。入館の際に障
害者手帳などをご提示ください

特
別
公
開
「
法
隆
寺
国
宝
夢
違
観
音

―
白
鳳
文
化
の
美
の
香
り
―

」

十
七
条
憲
法
制
定
一
四
〇
〇
年
記
念

若
き
日
の
弘
法
大
師
空
海（
七
七
四
〜
八
三

五
）は
延
暦
二
十
三
年（
八
〇
四
）に
密
教
を
求
め

て
中
国
・
唐
に
渡
り
、
帰
国
後
の
弘
仁
七
年（
八

一
六
）に
高
野
山（
和
歌
山
県
）を
真
言
密
教
の
根

拠
地
と
定
め
ま
し
た
。
以
来
、
高
野
山
は
政
治

の
中
心
地
か
ら
常
に
一
定
の
距
離
を
隔
て
た
山

岳
霊
場
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
戦
乱
に
巻
き

込
ま
れ
る
こ
と
も
な
く
、
仏
教
の
聖
地
と
し
て

今
日
ま
で
連
綿
と
人
々
の
信
仰
を
集
め
続
け
て

い
ま
す
。
こ
の
間
、
高
野
山
に
は
密
教
美
術
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
宗
派
を
超
え
た
仏
教
美
術

の
名
品
が
数
多
く
集
積
し
ま
し
た
。
空
海
が
入

唐
し
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
千
二
百
年
目
に
あ
た
る

平
成
十
六
年（
二
〇
〇
四
）の
春
、
あ
ら
た
め
て

弘
法
大
師
空
海
と
高
野
山
の
歴
史
を
振
り
返
る

と
と
も
に
、
総
本
山
金
剛
峯
寺
を
は
じ
め
、
高

野
一
山
に
花
開
い
た
仏
教
美
術
の
全
貌
を
紹
介

し
ま
す
。
国
宝
・
重
要
文
化
財
約
百
二
十
件
を

含
む
お
よ
そ
百
五
十
件
の
至
宝
を
一
望
で
き
る

ま
た
と
な
い
機
会
と
な
る
で
し
ょ
う
。
空
前
の

規
模
と
質
を
誇
る
こ
の
展
覧
会
を
心
ゆ
く
ま
で

ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

（
松
原
　
茂
）

密
教
美
術
の
至
宝
一
五
〇
件
を
展
示
。
空
前
絶
後
の
高
野
山
展

空
海
と
高
野
山

'夢違観音像 飛鳥時代（白鳳文化期）・7世紀

◎両界曼荼羅図（血曼荼羅）胎蔵界部分
平安時代・12世紀 金剛峯寺蔵

◎金銅三鈷杵（飛行三鈷杵）
平安時代・9世紀 金剛峯寺蔵

■講演会
第1回　3月6日（土）

13時30分～14時30分　
「考古学への招待－銅鐸って何？鳴らしてみよう」

教育普及課長 井上洋一
第2回　3月20日（土）

13時30分～14時30分
「金工って何？－仏像を飾る様々なもの－」

ボランティア室長 加島　勝
平成館１階小講堂また資料館セミナー室
定員各回40名（事前申込制・先着順）
【申込方法】
①氏名（ふりがな） ②住所　③電話番号
④学校名　⑤学年　⑥講座希望日をご記
入のうえ、FAX、e-mail、または往復はがき
でお申し込みください。各回ごとの申し
込みとなります
【申込先】
〒110-8712  台東区上野公園13-9
東京国立博物館教育講座室
FAX：03-3822-3010
e-mail：edu@tnm.jp

高校生講座のお知らせ 弘
法
大
師
入
唐
一
二
〇
〇
年
記
念

弘法大師入唐1200年記念

空海と高野山
4月6日（火）～5月16日（日）
東京国立博物館 平成館
主　催：東京国立博物館

高野山真言宗総本山金剛峯寺
財団法人高野山文化財保存会
NHK NHKプロモーション
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講師　小山弓弦葉
東京国立博物館
列品室研究員

日本・東洋美術の見方が変わる　楽しくなる 誌上ギャラリー･トーク 15

今
回
は
お
正
月
の
展
示
か
ら
、
吉
祥
模

様
を
表
し
た
き
も
の
や
袱ふ

く

紗さ

な
ど
を
ご

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
吉
祥
模
様
と
い
え

ば
、
ど
ん
な
模
様
を
思
い
浮
か
べ
ま
す

か
？
　
松
竹
梅
、
鶴
亀
、
宝
船
な
ど
は
、

た
ぶ
ん
み
な
さ
ん
に
も
馴
染
み
深
い
も
の

で
し
ょ
う
。

吉
祥
と
は
め
で
た
い
兆
し
、
よ
い
こ
と

が
お
こ
る
前
兆
の
こ
と
。
日
本
人
は
、
こ

う
し
た
吉
祥
模
様
で
身
の
回
り
の
品
を
飾

り
、
幸
せ
を
祈
っ
て
き
ま
し
た
。
今
で
も

七
五
三
の
千
歳
飴
の
袋
や
、
結
婚
式
の
華

や
か
な
衣
裳
、
新
年
の
飾
り
も
の
な
ど
に

吉
祥
の
モ
チ
ー
フ
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
は
、
長
生
き
、
永
遠
の
若
さ
、
富

貴
、
子
孫
繁
栄
を
祈
る
心
、
そ
ん
な
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

こ
う
し
た
吉
祥
模
様
は
私
た
ち
の
ま
わ

り
か
ら
徐
々
に
消
え
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

江
戸
時
代
の
人
々
は
、
身
の
回
り
の
た
く

さ
ん
の
も
の
に
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
吉
祥

模
様
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
が
そ

の
模
様
の
意
味
や
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
思

い
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
も
あ
る
で
し

ょ
う
。
そ
れ
ら
の
作
品
を
見
な
が
ら
、
昔

の
日
本
人
の
幸
せ
と
は
な
ん
だ
っ
た
の
か
、

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

祈
り
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

模
様
は
そ
れ
ぞ
れ
特
別
の
意
味
を
も
っ

て
い
ま
す
。
一
年
中
青
々
と
し
て
い
る
松

は
、
永
遠
の
命
の
象
徴
で
す
。
梅
は
ま
だ

寒
い
季
節
に
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
か
ら
、

み
ず
み
ず
し
い
生
命
力
を
表
し
、
万
物
が

再
生
す
る
春
を
寿
ぐ
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
模
様
は
ひ
と
つ
の

言
葉
と
な
っ
て
、

そ
れ
を
使
う
人
、

見
る
人
、
贈
る

人
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
て
い

る
の
で
す
。

模
様
の
も
つ

メ
ッ
セ
ー
ジ
性

を
存
分
に
発
揮

し
た
例
と
し
て
、

袱
紗
の
吉
祥
模

様
を
見
て
み
ま

し
ょ
う
。

江
戸
時
代
に

は
何
か
を
贈
る

と
き
、
贈
り
物
に
美
し
い
布
を
掛
け
て
渡

す
習
慣
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
布
が
袱
紗

で
す
。
そ
こ
に
使
わ
れ
た
模
様
に
は
、
贈

る
人
か
ら
贈
ら
れ
る
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
中
国
の
伝
説
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

華
や
か
な
袱
紗
を
見
て
み
ま
し
ょ
う（
写
真

①
）。
中
国
風
の
扇
が
ふ
た
つ
、
そ
し
て
桃

に
似
た
花
と
実
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
周
の
穆ぼ

く

王
に
、
三
千
年
に
一
度
し
か

実
を
結
ば
な
い
霊
樹
の
実
を
さ
さ
げ
た
と

い
う
西せ

い

王お
う

母ぼ

の
伝
説
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

も
の
で
す
。
こ
の
霊
樹
の
実
は
不
老
長
寿

の
願
い
を
か
な
え
る
も
の
で
し
た
。
わ
た

し
た
ち
に
と
っ
て
不
思
議
な
の
は
、
西
王

母
そ
の
人
の
姿
が
描
か
れ
て
い
な
い
こ
と

で
す
。
じ
つ
は
こ
の
中
国
風
の
扇
が
、
西

王
母
の
存
在
を
表
し
て
い
る
の
で
す
が
、

こ
の
よ
う
に
、
あ
る
モ
チ
ー
フ
を
直
接
的

に
描
か
ず
、
な
に
か
で
暗
示
さ
せ
る
模
様

を「
留
守
模
様
」と
い
い
ま
す
。
江
戸
時
代

の
人
た
ち
は
こ
れ
ら
の
模
様
を
見
れ
ば
そ

の
意
味
を
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

贈
ら
れ
た
人
は
、
と
く
に
説
明
さ
れ
な
く

て
も
、
こ
れ
が
西
王
母
の
モ
チ
ー
フ
で
あ

る
こ
と
、
そ
し
て
贈
り
手
か
ら
の「
い
つ
ま

で
も
健
や
か
に
、
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
あ
り
が
た
く
受
け

取
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

模
様
の
謎
を
読
み
解
く

模
様
は
謎
め
い
た
も
の
が
多
く
、
私
た

ち
は
そ
の
意
味
を
す
べ
て
読
み
解
け
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
袱
紗
の
モ
チ
ー
フ

を
い
く
つ
か
見
な
が
ら
、
ど
ん
な
と
き
に

ど
ん
な
人
に
贈
ら
れ
た
も
の
な
の
か
、
ど

ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の

か
探
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

た
と
え
ば
、猩
々

し
ょ
う
じ
ょ
うで
す（
写
真
②
）。猩
々

は
、
お
酒
が
大
好
き
な
中
国
の
伝
説
の
怪

獣
で
す
。
お
酒
の
入
っ
た
大
き
な
甕
の
ま

わ
り
に
赤
い
髪
を
し
た
猩
々
が
四
人
い
ま

す
。
踊
っ
て
い
る
も
の
、笛
を
持
っ
て
い
る

も
の
、お
酒
を
汲
む
も
の
。
そ
れ
ぞ
れ
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
と
い
か
に
も
楽
し
げ
な

表
情
が
、
江
戸
後
期
に
発
達
し
た
高
度
な

綴
織

つ
づ
れ
お
り

の
技
法
で
織
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
酒
は
百
薬
の
長
で
す
。
お
酒
が
好
き
な

人
に
贈
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
お
酒
を

好
き
な
人
が
贈
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
健

康
と
長
寿
を
願
う
気
持
ち
が
伝
わ
り
ま
す
。

つ
ぎ
に
、
住
吉
踊
り
の
様
を
描
い
た
袱

紗
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う（
写
真
③
）。
住
吉

踊
り
は
、
大
阪
の
住
吉
神
社
で
発
祥
し
た

も
の
で
独
特
の
大
き
な
傘
を
持
っ
て
踊
り

ま
す
。
傘
の
上
に
は
ふ
つ
う
御
幣
が
つ
け

ら
れ
る
の
で
す
が
、
こ
こ
で
は
風
流
の
趣

①袱紗 紅縮緬地西王母模様　
江戸時代・19世紀　西王母の仙桃は長寿のしるし

幸せを願う 祈りの模様
新春特集陳列「染織にみる吉祥模様」

松竹梅に鶴亀、宝尽しなど、
お正月の晴れやかな気分に満ちた染織の展示室で
吉祥模様に込められた、日本人の思いと祈りを探ります。

②袱紗 猩々図綴織
江戸時代・19世紀　お酒の甕
を囲んで、幸せそうな猩々の図

③袱紗 茶緞子地住吉踊模様
江戸時代・19世紀　高度な刺繍
の技を使って住吉踊りを描く

④袱紗 萌黄地繭縮緬地浪錨模様
江戸時代・19世紀



向
を
凝
ら
し
て
花
籠
が
の
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
踊
り
は
江
戸
時
代
後
期
に
な
る
と
江

戸
で
も
行
わ
れ
て
お
り
、
歌
川
広
重
の
名

所
江
戸
百
景
に
も
日
本
橋
通
り
一
丁
目
で

住
吉
踊
り
を
踊
る
人
々
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
袱
紗
に
刺
繍
さ
れ
て
い
る
人
々
の
き

も
の
の
柄
に
も
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。
向

か
い
鶴
、
橘
、
麻
の
葉
な
ど
吉
祥
の
気
分

に
満
ち
た
模
様
が
非
常
に
細
か
く
丁
寧
に

描
か
れ
て
い
ま
す
。
顔
の
表
情
、
手
の
動

き
な
ど
も
ほ
ん
と
う
に
い
き
い
き
と
し
て

い
ま
す
。
住
吉
神
社
の
松
は
、
播は

り

磨ま

の
高

砂
の
松
と
と
も
に
相あ

い

生お
い

の
松
と
よ
ば
れ
、

松
は
常
緑
で
あ
る
こ
と
か
ら
夫
婦
円
満
を

表
し
ま
す
。
そ
ん
な
願
い
も
込
め
ら
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

最
後
に
武
家
好
み
の
錨い

か
り

模
様
の
袱
紗
を

紹
介
し
ま
し
ょ
う（
写
真
④
）。
錨
は
重
い

船
を
ぐ
っ
と
押
さ
え
つ
け
る
力
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
力
の
象
徴
と
し
て
用
い
ら
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
江
戸
時
代
、

武
家
に
た
い
へ
ん
好
ま
れ
た
模
様
で
、
家

紋
や
女
性
の
小
袖
に
も
使
わ
れ
ま
し
た
。

錨
と
綱
と
波
が
、
う
ね
り
あ
い
、
重
な
り

あ
っ
て
い
ま
す
。
一
体
ど
こ
か
ら
刺
繍
を

始
め
た
の
か
わ
か
ら
な
い
く
ら
い
複
雑
で

す
。
こ
れ
だ
け
の
図
案
は
な
か
な
か
描
け

ま
せ
ん
。
出
世
の
お
祝
い
か
、
家
の
発
展

を
祈
る
気
持
ち
を
こ
め
て
婚
礼
に
使
わ
れ

た
の
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
武
家
で
使
用

さ
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。

子
を
思
う
親
の
気
持
ち

幸
せ
を
祈
る
思
い
の
中
で
、
も
っ
と
も

深
く
、
最
も
強
い
の
は
親
が
子
を
思
う
心

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
分
の
子
ど
も

が
健
や
か
に
育
つ
よ
う
に
、
江
戸
時
代
の

産う
ぶ

衣ぎ

は
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
吉
祥

模
様
で
飾
ら
れ

て
い
ま
す
。

と
く
に
お
公く

家げ

さ
ん
の
世
界

で
は
、
松
竹
梅

に
鶴
亀
な
ど
を

あ
し
ら
っ
た
蓬ほ

う

莱ら
い

模
様
を
赤
ち

ゃ
ん
に
着
せ
る

慣
わ
し
が
あ
り

ま
す
。
昔
の
小

さ
い
子
は
か
ら

だ
を
悪
く
し
た
り
、
早
く
に
死
ん
で
し
ま

う
こ
と
が
今
よ
り
も
多
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
吉
祥
模
様
に
は
、
自
分
の
子
ど
も
に

邪
悪
な
も
の
が
つ
か
な
い
よ
う
に
と
い
う

祈
り
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

雪
の
日
の
情
景
を
歌
っ
た「
犬
は
喜
び
、

庭
駆
け
ま
わ
る
」と
い
う
童
謡
が
あ
り
ま
す

ね
。
あ
の
歌
を
そ
の
ま
ま
描
い
た
よ
う
な
、

か
わ
い
ら
し
い
産
衣
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま

し
ょ
う（
写
真
⑤
）。
雪
輪
が
ち
り
ば
め
ら

れ
る
な
か
、
駆
け
ま
わ
る
子
犬
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
一
匹
一
匹
、
し
ぐ
さ
も
表
情

も
違
い
ま
す
。
葵
の
紋
か
ら
、
徳
川
家
の

息
女
に
使
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
想

像
さ
れ
ま
す
。
犬
は
丈
夫
な
子
を
た
く
さ

ん
産
む
こ
と
か
ら
、
元
気
な
子
ど
も
の
成

長
を
祈
る
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

幸
せ
を
約
束
す
る
晴
れ
着

若
い
娘
さ
ん
を
飾
る
華
や
か
な
打う

ち

掛か
け

も
、

そ
の
幸
せ
を
願
う
親
の
気
持
ち
が
込
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。
鮮
や
か
な
ブ
ル
ー
の
地

に
橘
の
木
が
描
か
れ
た
振
袖
を
ご
覧
い
た

だ
き
ま
し
ょ
う（
写
真
⑥
）。
万
葉
集
に
は
、

「
橘
は
実
さ
え
花
さ
え
そ
の
葉
さ
え
枝え

に
霜

ふ
れ
ど
い
や
常
葉
の
樹
」と
歌
わ
れ
て
い
ま

す
。
霜
が
お
り
て
も
若
々
し
く
緑
の
葉
を

保
つ
橘
は
、
長
寿
の
象
徴
で
あ
り
、
い
つ

ま
で
も
続
く
太
平
の
世
の
象
徴
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
根
元
か
ら
た
ち
あ
が
り

枝
を
広
げ
る
樹
木
を
、
き
も
の
の
背
い
っ

ぱ
い
に
描
く
立
木
模
様
は
、
江
戸
時
代
の

武
家
に
好
ま
れ
た
も
の
で
す
。
た
だ
し
こ

の
打
掛
は
、
使
わ
れ
て
い
る
染
め
の
技
法

か
ら
、
町
方
の
娘
の
た
め
に
作
ら
れ
た
着

物
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
立
木
模

様
は
、
イ
ン
ド
の
更
紗
の
模
様
に
も
あ
る

生
命
の
樹
に
根
ざ
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
見
る
か
ら
に
若
々
し
い
橘
は
、

み
ず
み
ず
し
い
生
命
に
溢
れ
て
い
る
よ
う

で
す
ね
。

こ
ん
な
吉
祥
模
様
を
身
に
ま
と
っ
た
娘

さ
ん
は
、
ど
ん
な
に
晴
れ
が
ま
し
く
幸
せ

な
気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

い
い
夢
が
見
ら
れ
る
幸
せ

最
後
に
、
自
分
自
身
の
幸
せ
を
願
う
吉

祥
模
様
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
れ
は
、

夜
着
る
も
の
、
そ
う
、
お
布ふ

団と
ん

の
吉
祥
模

様
で
す
。

み
な
さ
ん
は
ど
ん
な
布
団
を
着
て
寝
て

い
ま
す
か
？
　
た
ぶ
ん
、
花
柄
な
ど
ご
く

さ
し
さ
わ
り
の
な
い
モ
チ
ー
フ
で
、
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
て
眠
れ
る
よ
う
な
も
の
で
す
ね
。

布
団
の
柄
に
な
に
か
祈
り
を
込
め
て
い
る

人
は
あ
ま
り
い

な
い
と
思
い
ま

す
。と

こ
ろ
が
、

江
戸
時
代
の
布

団
、
夜
着
を
見

ま
す
と
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
に
吉

祥
模
様
が
つ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

昔
の
日
本
人
は
、

夜
眠
る
と
き
に

吉
祥
模
様
の
き

も
の
、
布
団
を

着
て
眠
り
た
い

と
い
う
思
い
が

強
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
今
回
展
示
し

ま
す
の
は
、
若
松
、
宝
尽
し
、
松
竹
と
鶴
、

梅
に
橘
を
描
い
て
い
る
も
の
な
ど
で
す
。

な
ぜ
、
人
々
は
夜
着
の
模
様
に
そ
ん
な

に
こ
だ
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
江
戸
時
代

ま
で
の
人
々
は
、
夜
自
分
が
眠
っ
た
あ
と

の
世
界
を
と
て
も
重
要
視
し
て
い
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
夜
寝
て
か
ら
自
分
の
第

二
の
人
生
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
ん
で
す

ね
。
眠
っ
て
い
る
間
に
悪
霊
に
と
り
つ
か

れ
な
い
よ
う
に
と
い
う
、
強
い
思
い
が
あ

っ
た
よ
う
な
の
で
す
。

吉
祥
模
様
を
た
ど
る
と
昔
の
日
本
人
の

祈
り
や
思
い
が
、
甦
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

な
に
は
と
も
あ
れ
、
一
年
の
始
ま
り
に

吉
祥
模
様
で
目
を
楽
し
ま
せ
、
お
め
で
た

い
気
分
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

ど
う
か
み
な
さ
ま
に
と
っ
て
、
よ
い
一

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

（
構
成
　
小
林
　
牧
）

⑤
産
衣

紫
縮
緬
地
子
犬
雪
輪
笹
模
様

江
戸
時
代
・
19
世
紀

元
気
に
す
く
す
く
と
育
ち

ま
す
よ
う
に
、
と
い
う
願

い
を
込
め
て

⑦
夜
着

淡
茶
平
絹
地
若
松
宝
尽
模
様

江
戸
時
代
・
19
世
紀

眠
っ
て
い
る
間
の
第
二
の
人
生
で
も
長

寿
と
、
富
貴
が
約
束
さ
れ
ま
す
よ
う
に

⑥
打
掛

納
戸
綸
子
地
亀
甲
橘
模
様

江
戸
時
代
・
18
世
紀

長
寿
を
祈
る
橘
の
模
様
。
花
も
実
も
葉
も

み
ず
み
ず
し
い
生
命
力
に
あ
ふ
れ
て
い
る

●13 12月23日（火・祝）～2月15日（日） 本館第3室新春特集陳列「染織にみる吉祥模様」
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◆コンサート開催のお知らせ
東
京
国
立
博
物
館
で
は
賛
助
会

員
制
度
を
設
け
、
当
館
を
幅
広
く

ご
支
援
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

賛
助
会
員
よ
り
い
た
だ
い
た
会
費

は
、文
化
財
の
購
入
・
修
理
、調
査

研
究
、
平
常
展
・
施
設
整
備
等
の

充
実
に
充
て
て
お
り
ま
す
。
ど
う

か
賛
助
会
の
趣
旨
に
ご
理
解
ご
賛

同
い
た
だ
き
、
ご
入
会
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

入
会
日
よ
り
一
年
（
入
会
月
の

翌
年
同
月
末
日
ま
で
）有
効
。

賛
助
会
員
に
は
、特
別
会
員
と
維

持
会
員
と
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

年
会
費

特
別
会
員
　
　
１
０
０
万
円
以
上

維
持
会
員
　
　
法
人
　
20
万
円

個
人
　
５
万
円

特
　
典

●
特
別
展
の
特
別
内
覧
会
に
ご
招
待

●
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
の
送
付

＊
賛
助
会
員
の
お
申
し
込
み
は
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

＊
ご
希
望
の
方
に
は
資
料
お
よ
び
東
京
国

立
博
物
館
賛
助
会
員（TN

M
M
em
bers

）

入
会
申
込
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は

東
京
国
立
博
物
館
渉
外
課

渉
外
開
発
係

℡
０
３
―
３
８
２
２
―
１
１
１
１（
代
）

◆
東
京
国
立
博
物
館
賛
助
会
員
募
集
の
ご
案
内

◆展示室一時閉室のお知らせ

◆ミュージアムショップ　ウエブサイト開設のお知らせ

◆
レ
ス
ト
ラ
ン
改
装
の
お
知
ら
せ

東
洋
館
の
レ
ス
ト
ラ
ン
精
養
軒
は
、

上
野
の
老
舗
の
味
が
博
物
館
観
覧
の
際
に

気
軽
に
楽
し
め
る
と
、
み
な
さ
ま
に
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
よ
り
快

適
な
空
間
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
店
内
を
大
幅
に
改

装
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
室
内
の
ス

ペ
ー
ス
を
拡
張
し
、
イ
ン
テ
リ
ア
と
メ
ニ

ュ
ー
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま
す
。

こ
の
改
装
の
た
め
、
２
０
０
３
年
12

月
22
日
〜
２
０
０
４
年
２
月
5
日
ま
で

一
時
閉
店
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
間
、
お
客
様
に
は
た
い
へ
ん
ご
不

便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ど
う
か

ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

新
し
い
精
養
軒
に
ど
う
ぞ
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

宇津野和俊様
伊藤 信彦様
小金井造園株式会社様
財団法人ソニー教育財団様
株式会社 NTTドコモ様
斎藤 京子様　
井上萬里子様
森本電気興業株式会社様
田添 博様

株式会社東京美術様

服部禮次郎様
岩沢 重美様
高田 朝子様
齋藤 京子様
齋藤 邦裕様
日本通運株式会社美術品事業部様
株式会社安井建築設計事務所様
株式会社ナガホリ様
井上 静男様
和田喜美子様
佐々木芳絵様
藤原 紀男様
小田 昌夫様
吉岡 昌子様
松本建設株式会社様〈ほか3名様、順不同〉

特別会員
日本電設工業株式会社様
東京電力株式会社様
株式会社コア様
安田生命保険相互会社様
株式会社精養軒様
毎日新聞社様
日本経済新聞社様
大日本印刷株式会社様
株式会社大林組東京本社様
朝日新聞社様
株式会社ホテルオ－クラエンタ－プライズ様
株式会社ミロク情報サ－ビス様
株式会社りそな銀行様
TBS 様
NHK 様
昭和鉄工株式会社 東京支社様
株式会社鴻池組東京本店様
株式会社東京新聞・中日新聞社様
株式会社電通様
読売新聞東京本社様

維持会員
三菱電機ビルテクノサービス株式会社様
早乙女節子様
株式会社三冷社様
東日本電信電話株式会社様

東京国立博物館賛助会員 平成15年11月1日現在

＊お詫びと訂正
本誌662号の15ページ「MUSEUM」586号の掲載論文に関する記事で「東京国立博
物館サイン計画１」の筆者名に「吉田知佳　神庭信幸」とあるのは、「吉田知加」の
誤りです。当該論文は吉田研究員が単独で執筆したものです。お詫びして訂正い
たします。

春に贈るヴァイオリンコンサート
表慶館のホールに美しいヴァイオリンの音
色が響きます。皆様に親しまれている小品
の名曲を中心にお楽しみいただきます。
日　時　3月29日（月）

昼の部 14時30分開演（14時開場）
夜の部 19時開演（18時30分開場）

場　所　東京国立博物館 表慶館
演奏者　千葉純子（ヴァイオリン） 浦壁信二（ピアノ）
主　催　東京国立博物館　サロン・ド・ソネット
演奏曲目 ヴァイオリン ソナタ ト短調（エクレス）

モスクワの思い出（ヴィニアフスキ）
四つのロマンティックな小品 Op.75（ドボルザ－ク）
テンポ・ディ・メヌエット（クライスラ－）
美しきロスマリン（クライスラ－）
ツィゴイネルワイゼン（サラサ－テ）

料　金　5000円 全席自由
＊当日は法隆寺宝物館の見学ができます
（13時15分～19時）
＊法隆寺宝物館内のレストラン（ホテルオ－クラ
ガーデンテラス）がご利用になれます
有料（13時15分～19時）

チケットのお求め方法
●当館正門観覧券売り場でチケット販売
受　付　開館日の9時30分～16時30分
●電話予約販売
申込先　TEL 03－3821－9270（東京国立博物館渉外課）
受　付　9時30分～17時（月曜～金曜）

＊チケットは、当館正門観覧券売り場にて現金引き換えにてお渡しします

引換時間 9時30分～16時30分（開館日のみ）
コンサート当日は13時から開演時間まで　　　　
引き換え可能です

※演奏会当日は、休館日となっておりますが、13時15分から開門いたしま
すので、当館正門よりご入場ください。

※誠に恐れ入りますが、表慶館はバリアフリーに対応しておりません。あ
らかじめご了承ください。

※お車でのご来館はご遠慮ください。

展示ケースのメンテナンスのため、東洋館および平成
館考古展示室で下記の期間閉室となります。

2003年12 月15日～12月28日　平成館考古展示室を閉室
2004年3月1日～14日　東洋館を閉館

当館ミュージアムショップのウエブサイトが開設されま
した。グッズの紹介と通信販売のご案内もしています。

URLは http://www12.ocn.ne.jp/̃tnm-shop/

◆東京国立博物館生涯学習ボランティアの募集

当館では、来館者に対する生涯学習機会の増大とサービスの
向上を図るために、生涯学習ボランティアによる活動を行ってい
ます。館内の案内や展示品解説、こどもミュージアムや講演会の
運営補助、資料整理、データ入力など、博物館とお客様をつなぐ
活動をしてみませんか。活動は、２００４年4月から、3年間です。
応募については、当館ホームページ（ＵＲＬ http://www.tnm.jp/）
に1月中旬頃から掲載しますのでご覧下さい。
問い合わせは、当館教育普及課ボランティア室
TEL０３-３８２２-１１１１まで。
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文
部
科
学
省
教
育
文
化
週
間
の
一
環
と
し
て
、
11
月

１
日
（土）
を
留
学
生
の
日
と
し
、
日
本
で
学
ぶ
留
学
生
の

み
な
さ
ん
を
東
京
国
立
博
物
館
に
無
料
で
ご
招
待
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
三
連
休
の
最

初
の
土
曜
日
に
あ
た
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
四
六
〇
名
も

の
留
学
生
に
ご
来
館
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
別
公
開
中

の
国
宝「
松
林
図
屏
風
」を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
や
東

京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
の
ご
協
力
に
よ
る
邦
楽
の
演
奏

な
ど
、
留
学
生
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
も
お
楽
し
み
い
た

だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
当
館
の
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
企
画
に
よ
り
、
留
学
生
の
た
め
の
展
示
解
説
や
、

庭
園
内
応
挙
館
で
の
茶
会
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
留

学
生
の
み
な
さ
ん
に
日
本
の
伝
統
文
化
に
触
れ
て
い
た

だ
き
、
ま
た
、
わ
れ
わ
れ
ス
タ
ッ
フ
を
は
じ
め
日
本
人

と
留
学
生
の
触
れ
合
う
よ
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

奈
良
国
立
博
物
館
で
も
11
月
１
日
、
京
都
国
立
博
物

館
で
は
11
月
７
日
を
留
学
生
の
日
と
し
、
留
学
生
の
み

な
さ
ん
を
ご
招
待
し
ま
し
た
。

二
〇
〇
四
年
は
11
月
の
第
一
土
曜
に
行
う
予
定
で
す
。

◆『
M
U
S
E
U
M
』5
8
7
号

（
平
成
15
年
12
月
15
日
発
行
予
定
）の

掲
載
論
文

①
古
代
比
丘
像
の
着
衣
と
名
称
―
僧

支
・
汗
衫
・
偏
衫
・
直
　
に
つ
い
て
―

吉
村
怜（
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
）

②
雲
岡
中
期
石
窟
新
論
―
沙
門
統
曇
曜

の
失
脚
と
胡
服
供
養
者
像
の
出
現
―

石
松
日
奈
子

③
山
梨
・
本
国
寺
所
蔵
推
定
康
永
四
年

銘
孔
雀
文
磬
に
つ
い
て

加
島
勝（
当
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
長
）

＊
購
読
の
お
問
い
合
わ
せ
は

当
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ

℡
０
３
―
３
８
2
2
―
0
0
8
8
ま
で

東京国立博物館友の会＆パスポート
年会費 1万円 発行日から1年間有効

特　典 東京・京都・奈良国立博物館3館の平常
展は何度でもご覧いただけます。特別展に関して
は、観覧券を12枚配布。そのほか、本誌の定期郵送
や、友の会対象のイベント・講演会の開催などさ
まざまな特典があります

一般 3000円 学生 2000円
発行日から1年間有効

特　典 東京・京都・奈良国立博物館3館の平常
展は何度でもご覧いただけます。特別展に関して
は、各1回計6回までご覧いただけます
◆お申し込みは当館の窓口あるいは郵便振替で
友の会
加入者名（振替先） 東京国立博物館友の会　
口座番号 00160－6－406616
金　　額 1万円

＊振替用紙には郵便番号･住所･氏名（ふりがな）･電話番
号・職業・年齢・性別・メールアドレス（メールサー
ビス希望の場合）を楷書でご記入ください

パスポート
加入者名（振替先） 東京国立博物館パスポート　
口座番号　00120－3－665737
金　　額　一般3000円､学生2000円

＊振替用紙には申込区分（一般か学生）、郵便番号･住
所･氏名（ふりがな）･電話番号・学生の場合は学校名
および学生証番号を楷書でご記入ください
＊振替用紙の半券が領収書になります。会員証、パスポ
ートチケットが届くまで保管しておいてください
＊振替手数料はお客様の負担となります

◆お問い合わせ
東京国立博物館渉外課 渉外開発係
TEL 03－3822－1111（代）

東京国立博物館ニュース定期郵送のご案内
本誌の定期郵送をご希望の方は、年間（6冊分）
1000円の送料・事務費のご負担でご自宅にお届
けします

◆お申し込みは郵便振替で
加入者名（振替先） 東京国立博物館ニュース
口座番号　00100－2－388101

＊振替用紙には郵便番号･住所･氏名（ふりがな）･電話
番号を楷書でご記入ください
＊お申し込みは1年ごととなります。複数年のお申し
込みは受けられませんのでご了承ください
＊振替用紙の半券が送料の領収書になります。1年間保
管しておいてください
＊振替手数料は申込者のご負担となります
＊次号より送付ご希望の場合、締切は2月10日です

東京国立博物館利用案内
開館時間：9時30分～17時

（入館は閉館の30分前まで）
休 館 日：毎週月曜日（祝日、休日の場合は翌日）、

年末年始（12月29日～1月1日）。ゴー
ルデンウイークおよび夏休み期間（7月
20日～8月31日）は原則として無休

平常展観覧料金
一般420（210）円、大学生130（70）円
＊（ ）内は20名以上の団体料金
＊障害者とその介護者1名は無料です。入館の際
に障害者手帳などをご提示ください
＊満65歳以上、および高校生以下の方の平常展
観覧は無料です。入館の際に年齢のわかるもの
（生徒手帳、健康保険証、運転免許証など）をご
提示ください

専
門
は
考
古
学（
弥
生
時
代
）。
博
物
館
で
は
考

古
資
料
と
民
族
資
料
の
展
示
・
研
究
を
し
て
い

ま
す
。

小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
考
古
学
に
興
味
が
あ
り
、

い
わ
ゆ
る「
考
古
少
年
」で
し
た
。
家
の
近
く
だ
っ

た
横
浜
・
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
発
掘
現
場
に
は

こ
ど
も
の
頃
か
ら
通
っ
て
、
大
学
生
時
代
か
ら
前

職
で
あ
る
横
浜
市
歴
史
博
物
館
に
勤
め
て
い
た
時

期
ま
で
実
際
に
発
掘
調
査
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

発
掘
さ
れ
た
考
古
資
料
は
、
作
っ
た
人
々
の
生

活
や
技
術
そ
し
て
世
界
観
や
美
意
識
を
も
反
映
し

て
い
ま
す
。
研
究
者
は
、
遺
跡
や
遺
物
に
残
さ
れ

た
情
報
を
注
意
深
く
ま
た
総
合
的
に
み
る
こ
と
で

そ
れ
ら
を
少
し
ず
つ
読
み
解
い
て
い
き
ま
す
。
展

示
に
あ
た
っ
て
は
、
考
古
資
料
で
歴
史
の
流
れ
を

み
て
い
た
だ
く
だ
け
で
な
く
、
人
々
が
モ
ノ
に
込

め
た
想
い
も
感
じ
取
れ
る
よ
う
に
で
き
れ
ば
い
い

な
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
族
資
料
の
場

合
は
、
生
活
に
根
ざ
し
た
も
の
が
多
い
の
で
、

人
々
の
暮
ら
し
の
具
体
的
な
様
子
が
わ
か
る
よ
う

な
展
示
も
し
て
い
き
ま
す
。
考
古
資
料
も
民
族
資

料
も
、
モ
ノ
を
単
体
と
し
て
み
る
の
で
は
な
く
、

そ
こ
か
ら
広
が
る
人
々
の
暮
ら
し
や
考
え
方
へ
と

想
像
力
を
働
か
せ
ら
れ
た
ら
い
い
で
す
ね
。

平常展室主任研究員

安藤　廣道

モノから広がる
世界を読み解く

友の会

パスポート

◆
東
京
国
立
博
物
館
　
留
学
生
の
日

庭園内応挙館でのお茶会　正座はちょっとつらそう？東京藝術大学音楽学部の協力による邦楽演奏会



＝ボランティアによる樹木ツアー 場所：前庭内
＝ボランティアによる浮世絵版画展示解説 場所：本館1F
＝ボランティアによる本館ハイライトツアー 場所：本館
＝ボランティアによる陶磁室エリアガイド 場所：本館1F
＝ボランティアによる考古展示室ガイド 場所：平成館考古展示室
＝ボランティアによる法隆寺宝物館ガイドツアー 場所：法隆寺宝物館

〈奈良国立博物館〉
1月4日（日）～2月8日（日）
特別陳列 大和の神 と々美術　七支刀と石上神宮の神宝
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＊上記の予定は予告なく変更になることがあります。当日の予定は､インフォメーションカウンターでご確認ください
※1、2、3は事前申込制です（※3は有料）。詳しくは本誌5ページをご覧ください。

〈京都国立博物館〉 1月10日（土）～ 3月7日（日）
特別展覧会「アートオブ スター・ウォーズ PART2

─EPISODE Ⅰ・Ⅱ＋α─」
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和太鼓演奏 11:00／14:00 池前
猿まわし 12:00／15:00 池前

箏曲演奏 11:00／15:00 本館エントランスホール

獅子舞 11:00／15:00 本館玄関前

休館日

休館日

列品解説「中国の仏教美術－天龍山石窟を中心に－」14:00 東洋館第１室

講演会 美の暦－睦月－「漆芸にみる吉祥文様」13:30 平成館大講堂

休館日

列品解説「西アジアの青銅器」14:00 東洋館第3室

※1 記念講演会「南禅寺の禅風」13:30 平成館大講堂

休館日

列品解説「桃山の具足」14:00 本館第6室

※3 茶会
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「日本の美 日本の心」帰国展Ⅰ期

「博物館に初もうで」最終日
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※3 茶会

休館日

列品解説「観音菩薩立像（百済観音）模造について」
14:00 本館第１1室

※2 記念講演会「金地院崇伝とその事跡」13:30 平成館大講堂

休館日

坐禅会 11:00／14:00 応挙館

休館日

列品解説「絵画と注文主－木下逸雲筆耶馬溪図巻をめぐって－」
14:00 本館第18室

列品解説「九博：はじめの一歩展の逸品」14:00 本館特別第4室

休館日

列品解説「石川県白山比　神社出土の銅造十一面観音像」
14:00 本館第8室

列品解説「九博：はじめの一歩展の逸品」14:00 本館特別第4室
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東京国立博物館 1月・2月の展示・催し物2004年1月 2004年2月

列品解説「弥生の絵画を読み解く」14:00 本館第4室

3/7
まで

「日本の美 日本の心」帰国展Ⅱ期
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